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音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
リ
ト
ル
プ
リ
ン
ス
」名
古
屋

公
演
は
10
月
３
日（
午
後
６

時
30
分
）市
民
会
館
ビ
レ
ッ

ジ
ホ
ー
ル
。全
指
定
SP
席
１

万
３
２
０
０
円
、SS
席
１
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円
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席
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０
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。

な
世
界
を
体
感
し
て
ほ
し

い
」と
来
場
を
呼
び
掛
け
る
。

ま
た
今
作
に
は
山
西
だ
け
で

な
く
、北
村
し
ょ
う
子
（
蟹

江
町
）、大
須
賀
勇
登
（
安
城

市
）、野
田
ゆ
か
り
（
岡
崎

市
）、毎
原
遥
（
名
古
屋
市
）、

梅
村
匠
（
幸
田
町
）ら
５
人

の
愛
知
県
出
身
者
が
出
演
す

る
予
定
だ
。

の
歌
に
感
動
。
個
人
レ
ッ
ス

ン
の
た
め
に
月
に
２
回
、
日

帰
り
で
夜
行
バ
ス
に
乗
り
、

兵
庫
か
ら
東
京
に
通
っ
た
。

そ
の
後
、
東
京
に
移
住
。
さ

ら
に
「
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
フ

ラ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
で
歌
い

た
い
」
と
の
思
い
で
パ
リ
へ

渡
り
、
音
楽
院
の
ピ
ア
ノ
科

で
研
鑽
を
積
ん
だ
。「
歌
に

専
念
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た

が
、
ま
た
基
礎
か
ら
ピ
ア
ノ

を
学
べ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

デ
ジ
ャ
ゼ
劇
場
な
ど
、
パ

リ
有
数
の
舞
台
に
出
演
し
、

俳
優
に
も
挑
戦
。
10
年
以
上

の
パ
リ
生
活
を
終
え
、
２
年

前
に
日
本
に
拠
点
を
移
し

た
。

　

３
月
に
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ア

ル
バ
ム
「THRILLING

」
を

リ
リ
ー
ス
。「
都
会
的
で
ポ
ッ

プ
な
歌
と
、
詩
的
で
し
っ
と

り
し
た
歌
。
自
分
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
の
特
徴
が
際
立
つ
ア

ル
バ
ム
に
な
っ
た
」
と
話
す

自
信
作
だ
。

　

初
出
演
の
エ
ル
ム
は
「
フ

ラ
ン
ス
と
の
架
け
橋
に
な
っ

て
い
る
場
所
と
い
う
印
象
。

こ
こ
で
歌
え
る
縁
に
感
謝
し

て
い
る
」
と
話
す
。

　

今
後
は
「
思
い
や
経
験
、

湧
き
上
が
る
も
の
を
音
と
言

葉
に
乗
せ
、
ジ
ャ
ン
ル
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
曲
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。

（
聞
き
手
・
竹
本
真
哉
）

女
の
子
と
思
わ
れ
て
い
な
い

の
で
（
笑
）違
和
感
は
あ
り

ま
せ
ん
」と
抜
擢
を
喜
ぶ
。

　
「
王
子
役
は
（
２
時
間
半
）

出
ず
っ
ぱ
り
。激
し
い
動
き

も
多
く
、内
面
的
な
表
現
力

も
求
め
ら
れ
る
の
で
大
変
で

す
。自
分
と
同
じ
若
い
世
代

に
、ス
マ
ホ
で
は
感
じ
る
こ

と
の
出
来
な
い
ダ
イ
レ
ク
ト

着
し
た
「
操
縦
士
」と
、彼
が

出
会
っ
た
「
王
子
」が
体
感

す
る
不
思
議
な
出
来
事
を
、

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
舞
台
構

成
で
再
現
す
る
音
楽
座
の
代

表
作
だ
。

　

一
般
公
演
で
の
主
役
が
初

と
な
る
山
西
は
、名
古
屋
市

中
村
区
の
同
朋
高
校
音
楽
科

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
コ
ー
ス
在
学

中
に
音
楽
座
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
合
格
し
、卒
業
後

の
２
０
２
１
年
に
入
団
。「
サ

ン
デ
イ
」「
ホ
ー
ム
」な
ど
に

出
演
し
て
い
る
。「
王
子
は
少

年
で
す
が
、私
は
普
段
か
ら

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
俳
優

と
し
て
多
彩
に
活
躍
す
る
サ

ン
シ
ロ
ー
ワ
ー
ル
ド
。

　

音
楽
と
の
出
合
い
は
、
６

歳
の
時
に
兄
弟
と
一
緒
に
通

い
始
め
た
ピ
ア
ノ
教
室
。
20

歳
頃
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
本
格

的
に
興
味
を
持
ち
、
堀
内
環

　

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
サ
ウ
ン

ド
を
追
及
す
る
「
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
カ
ー
・
ウ
ィ
ー
ン
・

名
古
屋
」
が
10
月
25
日
（
午

後
６
時
30
分
）
岐
阜
市
の
サ

ラ
マ
ン
カ
ホ
ー
ル
で
「
第
23

回
演
奏
会
」
を
催
す
。

　

今
回
は
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ

ル
の
チ
ェ
ロ
奏
者
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
・
直
樹
・
ヘ
ー
デ
ン
ボ

ル
ク
を
迎
え
、
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
の「
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
」

と
、
人
気
の
高
い
「
新
世
界

よ
り
」
を
演
奏
す
る
。
指
揮

は
武
藤
英
明
が
務
め
る
。

　

全
自
由
席
２
０
０
０
円
。

℡
０
８
０（
４
０
９
６
）１
８

４
２
。

数
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
上

演
。「
リ
ト
ル
プ
リ
ン
ス
」は

１
９
４
３
年
に
「
星
の
王
子

さ
ま
」の
タ
イ
ト
ル
で
出
版

さ
れ
、世
界
的
な
ヒ
ッ
ト
作

と
な
っ
た
小
説
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
版
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
作
家
の
ア
ン

ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
サ
ン
＝
テ

グ
ジ
ュ
ペ
リ
が
、パ
イ
ロ
ッ

ト
だ
っ
た
経
験
を
も
と
に
書

き
下
し
た
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

物
語
。サ
ハ
ラ
砂
漠
に
不
時

ト
ル
プ
リ
ン
ス
」で
は
、岡
崎

市
出
身
の
山
西
菜
音
が
主
役

の
王
子
を
演
じ
る
。

　

音
楽
座
は
１
９
８
８
年
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
と
ん
だ
宇

宙
（
そ
ら
）ま
で
と
ん
だ
」で

旗
揚
げ
。そ
の
後
も
「
マ
ド

モ
ア
ゼ
ル
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」

「
メ
ト
ロ
に
乗
っ
て
」な
ど
多

　

愛
知
出
身
の
舞
台
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
全
国
で
大
活
躍

し
て
い
る
。７
～
８
月
に
全

国
公
演
を
行
っ
た
東
京
二
期

会
の
「
イ
オ
ラ
ン
タ
／
く
る

み
割
り
人
形
」で
は
梶
田
真

未
と
川
越
未
晴
が
日
替
わ
り

で
ヒ
ロ
イ
ン
を
務
め
、10
月

３
日
に
名
古
屋
公
演
を
行
う

音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
リ

10
月
３
日 

市
民
会
館
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル

音楽座ミュージカル「リトルプリンス」

野村　峰山藤原　道山 野村祐子家元

箏
曲
正
絃
社

劇
場
で
開
催
さ
れ
多
数
の
市

民
が
訪
れ
た
。

　

２
０
０
２
年
に
は
長
女
・

祐
子
が
二
代
目
家
元
を
引
き

継
い
だ
。
正
峰
の
音
楽
的
才

能
と
秀
子
の
社
交
性
を
受
け

継
い
だ
祐
子
は
次
女
・
哲

子
、
三
女
・
倫
子
、
夫
で
尺

八
奏
者
の
峰
山
と
と
も
に
正

絃
社
の
基
盤
を
拡
張
。
峰
山

は
２
０
２
２
年
、
東
海
地
区

芸
能
部
門
で
初
の
重
要
無
形

文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）

に
認
定
さ
れ
た
。

　

記
念
公
演
に
は
一
門
の
幹

部
、
主
力
の
ほ
か
、
全
国
か

ら
筝
曲
の
米
川
敏
子
（
研
箏

会
家
元
）、
山
登
松
和
（
山

田
流
筝
曲
山
登
派
家
元
）、

菊
武
厚
詞
（
当
道
友
楽
会
家

元
）、
菊
重
精
峰
（
峰
の
会

主
宰
）、
尺
八
の
藤
原
道
山

（
都
山
流
道
山
会
主
宰
）
ほ

か
豪
華
客
演
陣
を
迎
え
、
全

24
曲
（
う
ち
９
曲
が
野
村
正

峰
作
曲
作
品
）を
披
露
す
る
。

　

全
自
由
席
８
０
０
０
円
。

℡
０
５
２（
２
４
１
）２
１
１

４
。

　

名
古
屋
を
拠
点
に
、
国
内

34
都
道
府
県
と
海
外
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
）

で
活
動
を
展
開
す
る
「
筝
曲

正
絃
社
」（
野
村
祐
子
・
二

代
目
家
元
）
が
創
立
60
周
年

を
迎
え
、
９
月
23
日
（
午
前

11
時
～
午
後
５
時
）
御
園
座

で
記
念
公
演
を
催
す
。

　

正
絃
社
は
１
９
６
５
年
に

野
村
正
峰
・
秀
子
夫
妻
が
創

立
。
優
れ
た
邦
楽
作
曲
家
で

も
あ
っ
た
初
代
家
元
・
正

峰
（
２
０
１
１
年
他
界
）
の

高
い
音
楽
性
と
、
秀
子
の
面

倒
見
の
良
さ
で
多
く
の
門
下

生
を
育
成
。
８
月
に
は
正
絃

社
を
設
立
し
た
峰
山
、
秀
子

を
主
人
公
に
し
た
演
劇
公
演

「
飛
翔
」（
作
、
演
出
・
伊
藤

敬
）
が
名
古
屋
市
東
文
化
小

仏
と
の
架
け
橋「
エ
ル
ム
」に
初
登
場

　
　
サ
ン
シ
ロ
ー
ワ
ー
ル
ド

「リトルプリンス」（撮影・二階堂健）

北村しょう子

毎原　遥

大須賀勇登

山西　菜音

野田ゆかり

梅村　匠

サンシローワールド

盛大に創立60周年記念公演
全国から達人迎え９月23日 御園座で

ウ
ィ
ー
ン
・
名
古
屋



人
か
」で
は
情
感
た
っ
ぷ
り

に
ヒ
ロ
イ
ン
の
心
情
を
歌
い

上
げ
た
。歌
奈
子
も
負
け
じ

と
「
魔
弾
の
射
手
」の
熱
唱

で
聴
衆
を
沸
か
せ
た
。

　

後
半
の
ポ
ッ
プ
ス
は
オ
ン

マ
イ
ク
。惠
三
子
は
「
歌
詞

を
覚
え
る
の
が
大
変
で
し

た
」と
苦
笑
し
、ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
進
行
。ラ
ス

ト
の
「
明
日
に
架
け
る
橋
」

で
は
加
藤
を
交
え
、美
し
い

３
重
唱
を
披
露
し
て
魅
了
し

た
。

　
「
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛
い

け
ど
、歌
っ
て
い
る
と
（
痛

み
を
）忘
れ
て
し
ま
う
」と
惠

三
子
。彼
女
の
歌
唱
に
は
こ

れ
ま
で
の
紆
余
曲
折
、強
さ

と
弱
さ
、人
間
味
が
あ
ふ
れ

た
。歌
う
こ
と
が
彼
女
の
人

生
な
の
だ
と
納
得
し
た
。良

い
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た
。

（
シ
ゲ
ル
）

（撮影・井原伸治）

声
の
強
さ
は
娘
・
歌
奈
子
に

も
負
け
な
か
っ
た
。〝
老
い
〟

さ
え
も
〝
味
〟に
し
て
い
る
。

日
頃
の
精
進
の
賜
物
で
あ

る
。

　

前
半
は
、芝
居
仕
立
て
で

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
老
婆
」

を
歌
い
、「
椿
姫
～
そ
は
彼
の

母・娘
が
っ
ぷ
り
、充
実
の
歌
手
人
生

板
倉
惠
三
子
＆
歌
奈
子

　

ベ
テ
ラ
ン
歌
手
の
板
倉

惠
三
子
が
、
娘
の
板
倉
歌

奈
子
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い
た
（
７
月

12
日
・
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー

ル
）。母
娘
の
共
演
は
幾
度

も
あ
る
が
、「
五
分
五
分
の

関
係
で
共
演
す
る
の
は
初
」

だ
と
い
う
。

を
開
く
。

　

６
期
生
は
次
の
通
り
。

　

ピ
ア
ノ
＝
角
尾
栞
、天
野
穂

乃
香
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＝
小
山

け
い
と
、チ
ェ
ロ
＝
米
本
希
、

フ
ル
ー
ト
＝
鈴
木
ぴ
あ
乃
、ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
＝
長
尾
春
奈
、ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
＝
黒
田
逸
加
、打

楽
器
＝
松
野
弥
咲
、ソ
プ
ラ
ノ

＝
河
手
瑞
月
。

人
ス
タ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

協
会
が
18
～
30
歳
を
対
象

に
、プ
ロ
と
し
て
の
総
合
的

な
自
己
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
を

養
成
。幅
広
い
講
師
陣
か
ら
、

合
計
30
回
ほ
ど
講
義
を
受
け

る
。

　

そ
の
間
に
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

に
出
演
。来
年
３
月
末
に
成

果
を
発
表
す
る
コ
ン
サ
ー
ト

の
名
作
。開
演
前
に
は
、演
奏

曲
の
解
説
や
ド
イ
ツ
留
学
中

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
近

野
の
プ
レ
ト
ー
ク
が
付
く
。

　

全
自
由
席
４
０
０
０
円
、

学
生
２
０
０
０
円
。℡
０
５

２（
７
３
３
）８
８
０
９
。

が
多
く
、男
性
は
応
募
者
が

な
か
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

メ
ニ
コ
ン
を
主
体
に
約

２
１
０
の
企
業
と
個
人
の

賛
助
を
得
て
、公
益
社
団
法

者
に
も
無
理
な
く
受
け
入
れ

ら
れ
る
Ｈ
・
ヴ
ォ
ル
フ
と
Ｇ
・

マ
ー
ラ
ー
、映
画
音
楽
の
作

曲
と
し
て
も
知
ら
れ
る
Ｅ
・

Ｗ
コ
ル
ン
ゴ
ル
ト
、ド
イ
ツ

リ
ー
ト
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

さ
れ
る
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

が
ら
演
奏
を
変
化
さ
せ
て

い
ま
す
。
も
し
、
そ
れ
を

読
み
取
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
さ
ら

に
刺
激
的
な
も
の
に
な
る

で
し
ょ
う
」。

　

今
回
の
演
奏
曲
は
、
初
心

豊
田
オ
ペ
ラ
グ
ルッ
ポ 

10
月
18・19
日
公
演

ス
タ・ク
ラ
６
期
生
10
人
が
始
動

民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
催

さ
れ
る
。

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
人
気
オ

ペ
ラ
。２
人
の
若
い
軍
人
と
、

美
人
姉
妹
が
巻
き
起
こ
す
ラ

ブ
コ
メ
デ
ィ
ー
。
出
演
は
宮

崎
智
永
（
藤
原
歌
劇
団
）、

中
村
真
由
子
、野
々
山
敬
之
、

近
藤
加
奈
子
、
鈴
木
健
司
、

川
村
友
乃
ほ
か
。
演
出
は
井

原
義
則
、指
揮
は
三
河
正
典
。

　

全
自
由
席
３
０
０
０
円
。

℡
０
８
０（
６
９
１
９
）６
９

１
２
。

な
っ
て
来
た
。

　

そ
れ
は
詩
の
世
界
に
、
自

身
の
経
験
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
。
そ
れ
と

同
時
に
、
歌
手
に
も
親
近
感

を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

そ
れ
を
近
野
に
話
し
た

ら
、「
さ
ら
に
リ
ー
ト
を
楽

し
む
コ
ツ
が
あ
る
」と
い
う
。

そ
れ
は
「
歌
手
と
ピ
ア
ニ
ス

ト
の
〝
言
葉
の
な
い
会
話
〟。

歌
手
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、
互

い
に
〝
言
葉
〟
を
交
わ
し
な

　

ド
イ
ツ
リ
ー
ト
（
歌
曲
）

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
す
る
バ

リ
ト
ン
近
野
賢
一
と
、
盟
友

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
Ｈ
・
ジ
ュ

デ
ィ
カ
ー
が
10
月
１
日
（
午

後
６
時
45
分
）
電
気
文
化
会

館
で
リ
サ
イ
タ
ル
「
後
期
ロ

マ
ン
派
を
歌
う
」
を
開
く
。

　

以
前
の
私
は
「
歌
曲
の
リ

サ
イ
タ
ル
は
変
化
に
乏
し
く

退
屈
し
て
し
ま
う
」
と
敬
遠

し
て
い
た
の
だ
が
、
最
近
は

人
生
経
験
を
重
ね
た
せ
い
か

「
な
か
な
か
良
い
も
の
で
は

な
い
か
」
と
感
じ
る
よ
う
に

近野賢一㊨とＨ・ジュディカー

独リートの名手・近野賢一
10月１日 電気文化でリサイタル

板倉惠三子㊨と歌奈子（撮影・杉江美知隆）
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

前
半
は
ア
リ
ア

と
歌
曲
、後
半
は

ポ
ッ
プ
ス
。ピ
ア

ノ
演
奏
は
歌
奈

子
の
友
人
・
加
藤

牧
菜
と
、お
な
じ

み
の
伊
藤
昌
司
。

　

何
よ
り
驚
い

た
の
は
「
間
も

な
く
80
歳
に
な

る
」惠
三
子
の
歌

声
。音
程
に
微
塵

の
狂
い
も
な
く
、

宮
崎
　
智
永

　
「
オ
ペ
ラ
を
楽
し
く
身
近

な
も
の
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

１
９
９
７
年
発
足
し
た
「
豊

田
オ
ペ
ラ
グ
ル
ッ
ポ
」
の
第

16
回
公
演
「
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・

ト
ゥ
ッ
テ
」（
日
本
語
上
演
）

が
10
月
18
日
（
午
後
６
時
）、

19
日
（
午
後
２
時
）
豊
田
市

　

若
手
演
奏
家
の
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ス
タ
ー
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
」

の
第
６
期
生
10
人
が
決
ま

り
、講
習
が
始
ま
っ
た
。

　

応
募
者
は
16
人
と
例
年
よ

り
少
な
か
っ
た
が
、レ
ベ
ル

は
高
く
、第
一
次
の
書
類
と

演
奏
動
画
、二
次
の
実
技
と

面
接
の
審
査
で
、演
奏
技
術

だ
け
で
な
く
、音
楽
に
対
す

る
意
欲
や
将
来
性
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
た
。

　

６
期
生
は
ピ
ア
ノ
が
２
人

と
少
な
く
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

チ
ェ
ロ
が
各
１
人
。フ
ル
ー

ト
が
２
人
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

１
人
、ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
が
初

め
て
選
ば
れ
た
。打
楽
器
、ソ

プ
ラ
ノ
が
各
１
人
。管
楽
器

中
部
バ
レ
エ
フ
ェス「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

10
月
５
日 

芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
で

　

日
本
バ
レ
エ
協
会
中
部
支

部
が
10
月
５
日
（
午
後
４
時

30
分
）
愛
知
県
芸
術
劇
場
大

ホ
ー
ル
で
第
46
回
中
部
バ
レ

エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
眠
れ

る
森
の
美
女
」（
マ
リ
ウ
ス
・

プ
テ
ィ
パ
版
）を
上
演
す
る
。

　

多
く
の
優
れ
た
人
材
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
舞
台
美
術
や

衣
装
が
必
要
に
な
る
た
め
、

単
独
の
バ
レ
エ
団
で
は
上
演

が
難
し
い
と
さ
れ
る
大
作
。

今
回
は
主
役
の
オ
ー
ロ
ラ
姫

に
愛
知
県
出
身
の
吉
田
早

織
、
相
手
役
の
フ
ロ
リ
モ
ン

ド
王
子
に
福
岡
雄
大
（
新
国

立
劇
場
バ
レ
エ
団
）を
迎
え
、

地
元
の
ダ
ン
サ
ー
98
人
、
総

勢
１
０
０
人
の
ダ
ン
サ
ー
が

出
演
す
る
。

吉
田
　
早
織

福
岡
　
雄
大

　

吉
田
は
新
国
立
劇
場
バ
レ

エ
団
、
東
京
バ
レ
エ
団
を
経

て
２
０
１
８
～
23
年
、
Ｋ
バ

レ
エ
カ
ン
パ
ニ
ー
に
所
属
。

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

「
く
る
み
割
り
人
形
」
ほ
か

多
数
の
熊
川
作
品
で
主
役
を

演
じ
た
。
現
在
は
フ
リ
ー
。

　

福
岡
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
・

バ
レ
エ
団
で
研
鑽
を
重
ね
、

２
０
０
９
年
に
新
国
立
劇
場

バ
レ
エ
団
に
ソ
リ
ス
ト
と
し

て
入
団
、
数
々
の
作
品
で
主

役
を
演
じ
て
い
る
。
23
年
に

は
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣

賞
、
25
年
に
は
牧
阿
佐
美
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

再
振
付
、
演
出
は
山
本
康

介
、
管
弦
楽
は
セ
ン
ト
ラ
ル

愛
知
交
響
楽
団
（
指
揮
・
井

田
勝
大
）、監
修
は
松
岡
伶
子
。

　

全
指
定
Ｓ
席
１
万
２
０
０

０
円
、Ａ
席
１
万
円
、Ｂ
席
８

０
０
０
円
、Ｃ
席
６
０
０
０

円
、Ｄ
席
５
０
０
０
円
。問
い

合
わ
せ
は
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
・
プ
ロ
℡
０
５
２
（
５
０

８
）
５
０
９
５
。

　

１
９
８
３
年
、大
阪
で
結

成
さ
れ
、近
年
で
は
海
外
公
演

も
行
う
異
色
の
舞
踊
団
「
態

変
（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
）」の
愛

知
公
演
が
９
月
26
～
28
日（
全

３
回
）愛
知
県
芸
術
劇
場
小

ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
る
。

　

自
由
な
動
き
を
封
じ
ら
れ

た
身
障
者
に
よ
る
舞
踊
団
。

彼
ら
の
特
異
な
動
作
が
、一

般
的
な
美
意
識
を
一
転
さ

せ
、観
客
の
精
神
を
も
浄
化

さ
せ
る
の
で
あ
る
。主
宰
の

金
満
里
は
３
歳
で
ポ
リ
オ
に

羅
漢
し
、全
身
麻
痺
の
重
度

身障者による舞踊団
「態変（ＴＡＩＨＥＮ）」

９月26～28日 芸術劇場で
新作「ＢＲＡＩＮ〜脳」初演

身
障
者
に
な
っ
た
が
、後
に

「
障
が
い
自
体
を
表
現
力
に

転
じ
、未
踏
の
美
を
創
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
」と
「
態

変
」を
結
成
。各
地
で
創
作
作

品
を
上
演
し
て
い
る
。

　

愛
知
公
演
で
は
新
作
「
Ｂ

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
＝
脳
」（
作
、演
出
・

金
満
里
）を
初
演
す
る
。

　

全
自
由
席
３
５
０
０
円
、

25
歳
以
下
２
０
０
０
円（
当

日
は
各
５
０
０
円
増
し
）。℡

０
５
２（
６
７
８
）５
３
１

０
。

　

全
国
屈
指
の
実
力
、実
績

を
誇
る
「
か
や
の
木
芸
術
舞

踊
学
園
」（
本
部
・
中
津
川
市
、

学
園
長
・
木
原
創
）が
創
立

55
周
年
を
迎
え
記
念
公
演
を

行
っ
た
（
７
月
20
日
・
土
岐

市
文
化
プ
ラ
ザ
）。

　

同
学
園
で
は
主
力
が
入
れ

替
わ
り
立
ち
替
わ
り
セ
ン

に
作
品
の
求
心
力
が
強
ま
っ

た
。

　

そ
の
典
型
に
な
っ
た
の

が
、「
ｌ
ｏ
ｓ
ｔ
」（
第
82
回
全

国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
群
舞

の
部
第
３
位
）と
主
作
品
の

「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
鐘
」で
あ

る
。い
ず
れ
も
構
成
・
振
付

は
木
原
創
＆
友
里
で
、前
者

は
愛
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を

失
っ
た
主
人
公
の
絶
望
と
哀

し
み
を
描
い
た
群
舞
。木
原

の
ナ
イ
ー
ヴ
な
ダ
ン
ス
、為

す
術
も
な
く
そ
れ
を
見
守
る

死
者
の
哀
し
み
、そ
し
て
コ

ロ
ス
の
14
人
が
心
象
的
な
ダ

ン
ス
を
展
開
。こ
の
日
一
番

の
秀
作
だ
っ
た
。

　

後
者
は
10
年
振
り
の
上
演

に
な
る
大
掛
か
り
な
ダ
ン
ス

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。木
原
が
主

人
公
カ
ジ
モ
ド
を
演
じ
、敵

役
（
フ
ロ
ロ
ー
判
事
）に
神

戸
か
ら
増
田
唯
一
を
迎
え
て

ド
ラ
マ
に
メ
リ
ハ
リ
が
増
し

た
。か
や
の
木
の
ダ
ン
サ
ー

は
、い
ず
れ
も
が
高
い
身
体

能
力
と
技
術
を
有
し
て
い
る

が
、益
田
の
よ
う
に
個
性
的

な
役
作
り
に
は
欠
け
て
い

る
。そ
れ
が
出
来
れ
ば
、作
品

は
さ
ら
に
面
白
く
な
る
だ
ろ

う
。

か
や
の
木
芸
術
舞
踊
学
園

木原の成長で作品の求心力アップ

タ
ー
を
務
め
て

き
た
。し
か
し

昨
年
の
全
国
舞

踊
コ
ン
ク
ー
ル

（
現
代
舞
踊
シ

ニ
ア
部
門
）で

木
原
レ
ン
が
第

１
位
を
獲
得
し

〝
か
や
の
木
の

顔
〟と
し
て
定

着
。様
々
な
作

品
の
主
役
を
務

め
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
以
上

「lost」（撮影・岡村昌夫／テス大阪）

　

ソ
プ
ラ
ノ
下
垣
真
希
が
、

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て

80
年
の
日
に
開
い
た
「
平
和

の
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
５
」

（
８
月
９
日
・
メ
ニ
コ
ン
シ

ア
タ
ー
Ａ
ｏ
ｉ
）＝
写
真
。

　

長
崎
の
医
大
生
だ
っ
た
叔

父
を
原
爆
で
亡
く
し
た
こ
と

か
ら
、長
年
歌
い
続
け
て
き

た
「
長
崎
の
鐘
」を
中
心
に
、

語
り
を
交
え
て
聴
か
せ
感
動

を
呼
ん
だ
。

画
主
題
曲
「
ひ
ま
わ
り
」（
自

作
詞
）な
ど
に
交
じ
っ
て「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
」も
。

意
外
な
気
が
し
た
が
、作
詞

し
た
、や
な
せ
た
か
し
が
、平

和
へ
の
思
い
を
込
め
た
こ
と

を
知
っ
て
納
得
し
た
。

　

二
胡
の
温
か
い
音
色
が
素

晴
ら
し
い
。ウ
ク
ラ
イ
ナ
出

身
の
カ
テ
リ
ー
ナ
が
、民
族

楽
器
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
を
弾
き

語
り
し
た
「
幸
せ
の
鳥
」も

印
象
的
だ
っ
た
。

（
上
原
）

「
平
和
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

下垣真希、叔父への弔意を込め

　

二
胡
の
ジ
ャ

ー
・
パ
ン
フ
ァ

ン
ら
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
た
豪
華

版
で
、
思
い
を

込
め
て
熱
唱
す

る
姿
に
、
平
和

の
貴
さ
を
あ
ら

た
め
て
痛
感
し

た
。

　
「
惜
別
の
歌
」

「
さ
と
う
き
び

畑
」「
一
本
の
え

ん
ぴ
つ
」や
、映



中
川
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仲
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岡
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私
た
ち
は「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
応
援
し
ま
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「ナゴヤ劇場ジャーナル」では発行

をご支援いただけるサポート会

員を募集しています。会費は年間

6600円（税込み）。会員には小紙を

毎号お届けするほか、紙面にお名

前を掲載（希望者のみ）。会員の関

係する公演、イベント情報を優先

的に掲載させていただきます。　

【お申し込み、お問い合わせ】

㈱マネージメント・プロ

TEL 052（508）5095

郵便振替口座 00880—6—206130

会 員 募 集
あぁ懐かしや戦後の昭和の流行歌

　

戦
後
80
年
。戦
後
を
代
表

す
る
昭
和
の
歌
謡
曲
を
私
の

好
み
で
―
。

　

戦
後
初
の
ヒ
ッ
ト
は「
リ

ン
ゴ
の
唄
」。そ
の
後
「
山

小
屋
の
灯
」「
星
の
流
れ
に
」

「
鐘
の
鳴
る
丘
」「
東
京
ブ
ギ

ウ
ギ
」「
青
い
山
脈
」「
長
崎
の

鐘
」「
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
」「
あ

ざ
み
の
歌
」「
東
京
キ
ッ
ド
」

「
高
原
列
車
は
行
く
」。

　

30
年
代
「
カ
ス
バ
の
女
」

「
月
が
と
っ
て
も
青
い

か
ら
」「
こ
こ
に
幸
あ

り
」「
港
町
十
三
番
地
」

「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾

年
月
」「
東
京
の
バ
ス

ガ
ー
ル
」「
有
楽
町
で
逢

い
ま
し
ょ
う
」「
星
は
何

で
も
知
っ
て
い
る
」「
古

城
」「
南
国
土
佐
を
後
に

し
て
」「
ア
カ
シ
ア
の
雨

が
や
む
と
き
」「
上
を
向

い
て
歩
こ
う
」「
い
つ
で

も
夢
を
」「
遠
く
へ
行
き

た
い
」「
高
校
三
年
生
」

「
学
生
時
代
」。

　

40
年
代
「
君
と
い
つ
ま
で

も
」「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」「
知
床

旅
情
」「
真
夜
中
の
ギ
タ
ー
」

「
喝
采
」「
瀬
戸
の
花
嫁
」「
神

田
川
」。

　

50
年
代
「
時
代
」「
津
軽
海

峡
冬
景
色
」「
昴
」「
こ
の
空
を

飛
べ
た
ら
」「
桃
色
吐
息
」。

　

60
年
代
「
恋
に
お
ち
て
」

「
愛
燦
燦
」「
時
の
流
れ
に
身

を
ま
か
せ
」「
人
生
い
ろ
い

ろ
」。そ
し
て
「
川
の
流
れ

の
よ
う
に
」で
昭
和
は
終
わ

る
。

（
上
原
宏
）

Ticket［全自由席・税込］
前売3,500円／当日4,000円 2,000円

※前売・当日ともに

※未就学のお子様の入場はご遠慮ください。※高校生以下の方は入場時に学生証をご提示ください。
※前売りの時点でチケットが売り切れてしまう場合、当日券の販売はありませんのでご了承ください。

　

オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
主
演
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

の
世
界
。ア
ッ
と
驚
く
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
た
ち
の
斬
新
な

衣
装
や
ダ
ン
ス
は
、ま
さ
に

夢
の
世
界
。コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
版
「
く
る
み
～
」単
独

の
ス
テ
ー
ジ
も
見
た
い
も
の

だ
。

　

オ
ペ
ラ
「
イ
オ
ラ
ン
タ
」

は
初
見
だ
っ
た
が
、純
真
な

父
子
の
情
愛
が
に
じ
み
出
る

感
動
的
な
小
品
で
、こ
ち
ら

も
単
独
で
見
た
い
と
思
っ

た
。イ
オ
ラ
ン
タ
を
歌
っ
た

の
は
愛
知
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ

梶
田
真
未
。相
手
役
ヴ
ォ
デ

モ
ン
伯
爵
（
伊
藤
達
人
）と

の
二
重
唱
「
神
の
創
ら
れ
た

る
素
晴
ら
し
き
最
初
の
も

の
」は
絶
品
だ
っ
た
。東
京
二

期
会
の
斬
新
な
企
画
に
ブ
ラ

ヴ
ォ
！

も
中
部
フ
ィ
ル
を
指
揮
し

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
響
宴
」

を
公
演
し
好
評
を
博
し
て
い

る
が
、私
が
指
揮
者
と
し
て

の
彼
を
見
る
の
は
初
。興
味

津
々
で
開
幕
を
待
っ
た
。果

た
し
て
マ
エ
ス
ト
ロ
永
見

は
、こ
れ
見
よ
が
し
で
は
な

く
、明
確
で
冷
静
な
タ
ク
ト

で
オ
ケ
を
掌
握
。聴
衆
を
納

得
さ
せ
た
。

　

様
々
な
舞
台
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
で
も
あ
る
彼
は
、聴
く

だ
け
で
は
な
く
、見
て
も
楽

し
い
ス
テ
ー
ジ
を
制
作
し
た
。

「
く
る
み
割
り
人
形
」で
は
８

人
の
ダ
ン
サ
ー
を
登
場
さ
せ

バ
レ
エ
の
名
場
面
を
再
現
。オ

「
チ
ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
響
宴
」

広
が
り
見
せ
て
い
る
。

　

今
回
は
東
京
か
ら
五
條
珠

實
家
元
が
主
力
と
共
に
来
演
。

「
乗
合
船
恵
方
万
歳
」を
披
露

し
記
念
公
演
に
花
を
添
え

た
。会
主
・
園
美
は
娘
の
五

條
麗（
う
ら
ら
）と「
吉
野
山
」

を
踊
り
喝
采
を
浴
び
た
。

　

園
八
王
（
そ
の
や
お
）、美

佳
園
（
み
よ
ぞ
の
）の
「
二

人
椀
久
」も
見
応
え
が
あ
っ

た
。繊
細
な
技
量
で
久
兵
衛

の
人
間
性
を
描
き
出
し
た
園

八
王
、艶
や
か
な
松
山
の
生

き
様
を
表
出
し
た
美
佳
園
。

主
力
な
ら
で
は
の
名
舞
台

だ
っ
た
。ま
た
杵
屋
六
秋
、杵

屋
三
太
郎
ら
長
唄
連
中
の
名

調
子
に
も
し
び
れ
た
。

反
映
し
て
い
る
曲
」と
す
る

「
交
響
曲
第
４
番
」。ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
運
命
」に
匹
敵
す

る
と
も
言
わ
れ
る
大
曲
を
、事

故
な
く
完
結
さ
せ
た
。広
く
深

い
彼
の
音
楽
性
と
サ
ー
ビ
ス

精
神
が
十
二
分
に
発
揮
さ
れ

た
演
奏
会
だ
っ
た
。

し
て
恵
ま
れ
た
容
姿
。
ま
っ

た
く
申
し
分
の
な
い
逸
材
で

あ
る
。

　

市
井
の
バ
レ
エ
団
に
は
珍

し
く
、
男
性
陣
の
パ
ワ
ー

（
少
々
乱
暴
で
は
あ
っ
た
が

…
）
が
際
立
っ
た
。
女
性
陣

も
ミ
ス
な
く
大
技
を
こ
な

し
、
日
頃
の
研
鑽
ぶ
り
を
発

揮
し
た
。「
発
表
会
」
の
レ

ベ
ル
を
超
え
た
優
れ
た
公
演

だ
っ
た
。

な
る
。「
ダ
ン
ス
は
楽
し
く
踊

る
も
の
」
と
い
う
指
導
者
の

考
え
方
が
、
生
徒
た
ち
に
浸

透
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

私
が
最
も
引
か
れ
た
の

は
、「
騎
兵
隊
の
休
息
～
村

の
双
子
た
ち
」
を
踊
っ
た
寺

西
創
汰
と
寺
西
悠
人
＝
写

真
。実
際
の
双
子（
小
６
）で
、

ケ
ガ
人
の
代
役
で
他
の
作
品

に
も
登
場
し
た
。
身
体
能

力
、
ダ
ン
ス
の
セ
ン
ス
、
そ

る
ダ
ン
サ
ー
と
パ
ン
ダ
１
頭

（
？
）
の
大
所
帯
。「
コ
ッ
ペ

リ
ア
」「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」

「
海
賊
」（
い
ず
れ
も
抜
粋
）

ほ
か
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
展

開
。〝
水
を
得
た
魚
〟
の
よ

う
に
躍
動
す
る
若
い
ダ
ン

サ
ー
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
に
、

す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
。

　

ソ
リ
ス
ト
も
コ
ー
ル
ド
も

実
に
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い

る
。
当
然
見
る
側
も
楽
し
く

ペ
ラ
「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
～

こ
の
涙
は
何
処
か
ら
」に
は

人
気
の
ソ
プ
ラ
ノ
奥
村
育
子

を
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
起
用
し

喝
采
を
浴
び
た
。

　

永
見
が
メ
ー
ン
に
据
え
た

の
は
、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

が
「
私
の
心
の
秘
奥
を
最
も

　

現
在
名
古
屋
地
区
で
最
も

勢
い
の
あ
る
日
本
舞
踊
の
会

　

ク
ミ
コ
、美
川
憲
一
ほ
か

多
数
の
人
気
シ
ン
ガ
ー
、奏

者
を
迎
え
、愛
知
県
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

シ
ャ
ン
ソ
ン
・
ド
・
ブ
ー
ケ

主
催
の
「
第
43
回
パ
リ
祭
」

（
７
月
14
日
）。

　

昨
年
も
感
じ
た
こ
と
だ

が
、１
曲
１
曲
に
し
っ
か
り

振
り
が
付
き
、綿
密
な
演
出

が
施
さ
れ
て
い
る
。多
く
の

手
間
と
時
間
を
費
や
し
て
の

ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

今
年
は
山
本
リ
ン
ダ
と
Ｒ

Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
の
華
や
か
な
司
会

で
進
行
。37
人
の
出
演
者
が

メ
ド
レ
ー
を
含
め
34
曲
を
披

露
し
た
。ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

か
ら
ビ
ギ
ナ
ー
ま
で
、レ
ベ

ル
は
マ
チ
マ
チ
だ
が
聴
衆
の

反
応
は
温
か
い
。

　

男
性
ト
リ
オ「
ダ
ン
デ
ィ
ー

ズ
」、女
性
４
人
の
「
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
―
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
」、若

手
９
人
の
「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
―

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
」が
ワ
キ
役
と

し
て
随
所
に
登
場
し
舞
台
を

盛
り
立
て
た
。特
に
見
栄
え

の
良
い
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
存

在
は
大
き
い
。

　

演
奏
陣
で
は
ア
コ
ー
デ
ィ

価
値
あ
る
存
在
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
活
躍

第
43
回
パ
リ
祭

　

知
名
度
の
高
い
人
気
歌
手

の
存
在
は
大
き
い
し
、フ
ァ

ン
の
多
く
は
そ
れ
を
楽
し
み

に
来
場
し
て
い
る
。地
元
の

シ
ン
ガ
ー
に
は
、彼
ら
と
ス

テ
ー
ジ
を
共
に
す
る
こ
と
で

さ
ら
に
成
長
し
て
〝
シ
ャ
ン

ソ
ン
都
市
〟の
面
目
を
保
っ

て
ほ
し
い
。西
山
も
、そ
れ
を

望
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。

派
「
珠
園
会
」（
会
主
・
五

條
園
美
）
が
創
立
75
周
年
記

念
公
演
（
７
月
20
日
・
御
園

座
）
を
開
い
た
。

　

園
美
は
２
０
１
９
年
、
会

派
を
超
え
て
参
加
者
を
募

り
、
芸
能
集
団
「
創
の
会
」

を
設
立
。
舞
踊
家
だ
け
で
な

く
多
数
の
邦
楽
演
奏
家
の
賛

同
を
得
て
、創
作
舞
踊
劇「
名

古
屋
天
守
物
語
」「
幻
想
平

家
物
語
」
ほ
か
を
公
演
。
そ

の
参
加
者
ら
の
輪
が
大
き
な

魅
了
さ
れ
た
！
遊
び
心
満
載
の
名
演
出

森
高
子
バ
レ
エ
教
室

　

全
幕
物
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
版

に
遊
び
心
を
交
え
、
流
れ
る

よ
う
に
再
構
築
し
た
構
成
と

演
出
。
な
る
ほ
ど
、
こ
う
い

う
見
せ
方
も
あ
っ
た
の
か
と

感
心
し
た
の
が
、
森
高
子
バ

レ
エ
教
室
発
表
会
（
７
月
31

日
・
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル
）
だ
。

　

客
演
を
含
め
80
人
を
超
え

スタイリッシュなダンディーズ

五
條
流「
珠
園
会
」

充実満足、創立75周年記念公演

「吉野山」を踊る五條園美㊧と麗

オ
ン
奏
者
の
桑

山
哲
也
が
抜
群

の
音
楽
性
で
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を

リ
ー
ド
。照
明

の
柏
倉
淳
一
、

ダ
ン
ス
指
導
の

音
上
観
詩
も
良

い
仕
事
を
し

た
。す
べ
て
は

監
修
・
西
山
伊

佐
子
の
手
腕
で

あ
る
。

マエストロ永見、堅実な手腕発揮

活
躍
し
て
い

る
永
見
隆
幸

が
、指
揮
者
と

し
て
も
堅
実
な

手
腕
を
発
揮
し

た
。中
部
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
と
共

演
し
た
「
チ
ヤ

イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
響
宴
」（
７

月
21
日
・
愛
知

県
芸
術
劇
場
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
）で
あ
る
。

　

永
見
は
昨
年

「くるみ割り人形」（撮影・岡村昌夫／テス大阪）

斬新な企画ステージにブラヴォ！

割
り
人
形
」（
７

月
26
日
・
愛
知

県
芸
術
劇
場
大

ホ
ー
ル
）で
あ

る
。

　

両
作
と
も
作

曲
は
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
。演

出
は
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ォ
ル
ク

ス
オ
ー
パ
ー

芸
術
監
督
の

ロ
ッ
テ
・
デ
・

ベ
ア
、振
付
は

ウ
ィ
ー
ン
国
立

バ
レ
エ
団
出
身

「イオランタ／くるみ割り人形」（撮影・寺司正彦）

「
イ
オ
ラ
ン
タ
〜
」

　

楽
し
い
！　

面
白
い
！　

　

ロ
マ
ン
と
、遊
び
心
満
載

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ス
テ
ー
ジ

だ
っ
た
。東
京
二
期
会
の
オ

ペ
ラ
と
、東
京
シ
テ
ィ
・
バ

レ
エ
団
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
バ
レ
エ
を
一
体
化
さ
せ

た
「
イ
オ
ラ
ン
タ
／
く
る
み

の
ア
ン
ド
レ
イ
・
カ
イ
ダ
ノ

フ
ス
キ
ー
、管
弦
楽
は
名
古

屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
（
指
揮
・
川
瀬
賢
太
郎
）

が
行
っ
た
。

　

作
品
の
芯
に
な
る
の
は
盲

目
の
少
女
イ
オ
ラ
ン
タ
の
物

語
。彼
女
の
脳
内
で
展
開
さ

れ
る
の
が
、デ
フ
ォ
ル
メ
さ

れ
た
「
く
る
み
割
り
人
形
」



重
奏
曲
第
第
７
番
・
ラ
ズ
モ

フ
ス
キ
ー
第
１
番
」と
、シ
ョ

ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
「
弦
楽
四

重
奏
曲
第
３
番
」の
大
曲
二
つ

は
、ス
ッ
キ
リ
し
て
聴
き
ご

た
え
が
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
中
期
の

傑
作
「
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
第

１
番
は
、派
手
さ
は
な
い
が

ン
ブ
ル
を
満
喫
し
た
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
ビ
ル
マ

ン
良
弓
光
（
ま
ゆ
み
）、小
笠

原
優
子
、ヴ
ィ
オ
ラ
が
為
貝

香
織
、チ
ェ
ロ
は
野
村
友
紀
。

同
世
代
の
実
力
者
ぞ
ろ
い
だ
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
弦
楽
四

若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
、名
手
の
共
演
に
喝
采

　

女
性
弦
楽
四
重
奏
団
「
ロ

ク
イ
ー
」の
第
４
回
演
奏
会

（
７
月
30
日
・
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ｉ
ホ
ー
ル
）。上
質
な
ア
ン
サ

四
重
奏
団
ロ
ク
イ
ー

ン
協
奏
曲
第
３
番
」
は
、
聴

内
面
的
な
抒
情
性
に
富
む
。

女
性
ら
し
い
優
し
く
品
の
あ

る
演
奏
だ
っ
た
。

　

一
方
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
「
第
３
番
」は
、没
後

50
年
の
年
な
ら
で
は
の
選

曲
。彼
ら
し
い
ウ
イ
ッ
ト
に

満
ち
た
曲
調
が
楽
し
い
。４

人
の
意
欲
を
感
じ
た
。

「
ラ
テ
ン
の
夜
」

実
力
者
揃
い
、上
質
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

息
ぴ
っ
た
り
名
古
屋
ゆ
か
り
の
名
演
奏

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知

歌
う
よ
う
な
美
し
い
音
は
、

さ
す
が
。

　

彼
の
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
味

は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、ま

だ
28
歳
と
い
う
ロ
ペ
ス
の
熟

練
ぶ
り
に
は
驚
い
た
。

　

後
半
は
ピ
ア
ソ
ラ
の
タ
ン

ゴ
を
４
曲
。「
オ
ブ
リ
ビ
オ

ン
」「
ル
・
グ
ラ
ン
・
タ
ン
ゴ
」

な
ど
、し
っ
と
り
と
、情
緒
に

あ
ふ
れ
繊
細
な
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
は
見
事
だ
っ
た
。

ル
ダ
ッ
シ
ュ
」
で
は
会
場
か

ら
手
拍
子
が
起
き
た
。

ち
の
大
谷
。
息
の
合
っ
た
共

演
で
、ア
ン
コ
ー
ル
の「
チ
ャ

　

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽

団
の
「
超
！
有
名
曲
シ
リ
ー

ズ
」
第
11
回
（
７
月
５
日
・

愛
知
県
芸
術
劇
場
）
は
、
デ

ビ
ュ
ー
50
周
年
を
迎
え
た

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
大
谷
康
子

を
迎
え
、
松
尾
葉
子
の
指
揮

で
協
奏
曲
２
曲
と
い
う
珍
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」

は
、
超
有
名
。
後
半
の
サ
ン

＝
サ
ー
ン
ス
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ

　

サ
ン
＝
サ
ー
ン

ス
円
熟
期
の
作

で
、
フ
ラ
ン
ス
の

エ
ス
プ
リ
を
感
じ

る
曲
風
。
特
に
第

２
楽
章
の
美
し
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
が
印

象
的
。
大
谷
は
ベ

テ
ラ
ン
ら
し
い
艶

の
あ
る
音
で
魅
了

し
た
。

　

名
古
屋
生
ま
れ

の
松
尾
、
仙
台
生

ま
れ
で
名
古
屋
育

　

名
古
屋
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
チ
ェ
ロ
の
ル
ド

ヴ
ィ
ー
ト
・
カ
ン
タ
が
、ス

ペ
イ
ン
・
カ
ナ
リ
ア
諸
島
出

身
の
ピ
ア
ノ
、ル
イ
ス
・
ロ

ペ
ス
を
迎
え
た
「
ラ
テ
ン
の

夜
」（
８
月
２
日
・
電
気
文
化

会
館
）。名
手
の
競
演
を
大
い

に
楽
し
ん
だ
。

　

前
半
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

く
機
会
は
少
な
い
が
、
も
っ

と
演
奏
さ
れ
て
も
い
い
名
曲

だ
と
再
認
識
し
た
。

「
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ

の
た
め
の
ソ
ナ
タ
」

は
、フ
ラ
ン
ス
風
の

優
雅
で
し
ゃ
れ
た
作

品
。チ
ェ
ロ
の
ピ
チ

カ
ー
ト
を
多
用
し
た

の
が
印
象
的
だ
。

　

フ
ァ
リ
ャ
「
７
つ

の
ス
ペ
イ
ン
民
謡
」

は
、声
楽
曲
の
チ
ェ

ロ
版
で
、カ
ン
タ
の


